
 
会員の皆様 
 
News Letter No.125 をお届けいたします。今号よりお届けする方法を変更し、メーリ

ングリストでお送りすることになりました。また、これまでは 4カ月ごとの発刊でしたが、
今後はお伝えすべき内容が出てきた時点でできるだけ機動的にお送りして参ります。 
 
【目次】 
【1】日本メディア英語学会の公式ツイッターアカウントを作成 
【2】新入会員紹介 
【3】地区研究例会 活動報告・活動予定 
【4】研究分科会 活動報告・活動予定 
 
【1】日本メディア英語学会の公式ツイッターアカウントを作成 
 日本メディア英語学会では、公式のツイッターアカウントを作成しました。アカウント
名は以下の通りです。 
 
 @jamesgakkai 
 
 このアカウントを活用して、本会の活動内容を広く知らせるようにしていきたいと考え
ております。ツイッターをやっていらっしゃるかた、どうぞフォローをお願いします。ま
た、お知り合いにもこのアカウントの存在を広めてくださるとありがたく存じます。まだ
ツイッターアカウントをお持ちでないかたも、この機会に始めてみてはいかがでしょうか。 
 
【2】新入会員紹介 
 
 このたび、安部由美子様より入会申し込みがあり、理事会にて入会が承認されました。 
本会では、新たな試みとして、News Letter にて新入会員の方々にご挨拶をいただくこ

とを始めました。それによって、会員同士の交流を促進し、本会を積極的に活用していた
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だき、会員の方々に研究の裾野を広げ、深めていただきたいと考えております。 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
【安部由美子会員】 
長年、関東の大学生に英語を教えてきました。現在の勤務地、広島工業大学では、科学技
術英語、総合英語を担当しています。専門分野は、応用言語学（英語教授法）と教育工学
になります。言語習得におけるテクノロジーの効果的な活用方法とツールの開発に興味が
あります。とくに、同期型 CSCL（コンピューターによる共同学習支援）システムを活用
し、大学生の英語によるコミュニケーションに焦点を当て、学習スタイル、ジェスチャー・
情意などの役割と関係を調査する研究を続けています。会員の方々との交流を深めながら、
積極的に参加活動していきたいと思っています。何卒、宜しくお願いします。 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
【3】地区研究例会 活動報告 
 
東日本地区第９２回研究例会（東海大学外国語教育センター共催） 
日時：2015 年 6 月 20 日（土）14:00-17:00 
会場：東海大学高輪キャンパス 4203 教室 
第１部：研究発表（14:00-15:30） 
発表者：吉成 雄一郎会員（東海大学） 
発表題目：「どうして eラーニングは続かないのか―学習者の行動とシステムの課題」 
要旨：  
 本発表者は、現在までにいくつかのeラーニングシステムやプログラムを開発してきた。
その中には、全国の大学の教育現場で使われている「リンガポルタ」というプラットフォ
ームがあるが、その開発の背景にある、開発者の視点、問題・課題等を参加者の皆様と共
有することを考えた。  
 最近では「eラーニング」という言葉は、もはや新しいものではなく、教育現場の教員は
もちろん、社会人、大学生、あるいは小中学生に至るまで、浸透している。また利用者、
利用経験者は少なくない。実際のところ「eラーニング」と聞いて、いいイメージを持つ人
は少ないようである。「長続きしない」とか「単調」などというネガティブは印象を持つ
人が意外と多いのではないだろうか。  
 実は eラーニングと言っても様々な形態があり、また世の中に出回っているシステムは、
どちらかというとエンジニア主導で開発されたものが多く、学習者や教育者の視点に欠け
ていると思われるものも少なくない。そのような先行システムが、ネガティブな印象を一
般の人々に与えていることは残念なことと思う。  
 本発表では、eラーニング、特によく使われているドリル型 eラーニングにおいて、学習



者がどのような行動を取るのかを観察し、どうすれば継続して学習できるのかを考えた。
最初に紹介されたキーワードは、学習の手応え（学習負荷）である。人は難しすぎるもの
では長続きしないし、逆に易しすぎるとつまらなくなってしまう。この辺の問題を eラー
ニングではシステムとしてどのように対応できるのかを考えた。次に、学習者の特性にも
視点を向けた。学習上の手応えは、やや大きい方がよいのか（つまり多少難しい課題をこ
なしていく）、あるいはやや低い方がよいのか、を特別なシステムで実験した試みについ
ても紹介された。講演後も活発な質疑応答が続いた。  
 
プロフィール：  
吉成雄一郎（よしなり ゆういちろう）  
東海大学外国語教育センター教授。コロンビア大学ティーチャーズカレッジ(M.A.)修了。信
州大学大学院総合工学系研究科博士後期課程単位取得退学。主な研究テーマは、eラーニン
グ、英語教育システム開発。全国の大学等で広く利用されている eラーニングシステム「リ
ンガポルタ」や電子書籍「リンガブック」の開発を手がけた。開発のコンサルを担当した、
中高生向けの eラーニング「すらら」は 2012 年度日本 eラーニング大賞文部科学大臣賞
を受賞した。現在では、科研費（挑戦的萌芽研究）を使って、アクティブ・ラーニングや
反転学習にも利用できる教育システムの開発に取りかかっている。このシステムが完成す
れば、教員が自由に学びをデザインできる新しいプラットフォームができる。 
                               (報告者：藤牧 新)  
 
第 2 部 招待講演（15:30-17:00) 
講演者：蔭山 実氏（産経新聞東京本社編集局編集長） 
講演題目：「国際報道と英語」～いかに正確に伝えるか 
要旨：  
蔭山氏は，シアトル特派員，イスラマバード支局長，そしてロンドン支局長として国際

報道界の第一線でご活躍された。その時の実体験を通して，「国際報道における特派員の業
務及び能力は何か」，また「国際報道に求められる英語とは何か」をテーマに講演を行われ
た。 
 特派員に求められる業務を語る上で、蔭山氏が使われた印象的な言葉がある。それは，「入
り口が英語」，「出口が日本語」である。日本人に馴染みのない固有名詞をどのように表記
するか，出来事の内容のどの部分を伝えたいかなど，いかに正確に日本語に翻訳し日本の
読者に伝えられるかが重要な能力となるそうだ。さらに取材力及び出来事の背景を正しく
理解する力も特派員の重要な能力であると説明された。  
 講演の後半は，主題が「英語」に移り，メジャーリーグなどの実例をもとに新聞英語の
見出し，記事を書く上での原則を紹介された。 
日頃我々読者が知る機会が少ない「国際報道の現場」，「特派員の業務と求められる能力」，



そして「報道英語」に関して多くの気づきを与えてくれる貴重な講演であった。 
 
プロフィール：  
蔭山 実（かげやま みのる） 
産経新聞東京本社編集局編集長。1986 年慶応義塾大学経済学部卒業、1990 年産経新聞東
京本社入社。編集局社会部（東京地検特捜部担当など）を経て、99 年外信部（担当地域は
欧米、中東、主な専門は英国政治、反テロ戦）。2001 年シアトル特派員（米大リーグを中
心に全米で取材）、02 年イスラマバード支局長（イラク戦争前の中東・イスラム地域、カ
ブールを取材）、03～07 年ロンドン支局長（英国とアイルランド、アイスランド、北欧を
担当、ポルトガルを除く西欧諸国にも出張、イラク戦争中のバグダッド、北キプロスなど
の中東地域も応援取材）。2011 年運動部長（ロンドン五輪、WBC、サッカーW杯の報道
を統括）、14 年から現職。 
                                 (報告者：吉原 学) 
 
東日本地区第 93 回研究例会（東海大学外国語教育センター共催） 
日時：2015 年 12 月 12 日（土）14:00-17:00  
会場：東海大学高輪キャンパス 4203 教室  
第１部：研究発表（14:00-15:15） 
発表者：石川由紀子 会員 （テンプル大学ジャパン博士課程） 
発表題目：「初年次における自己調整学習習慣の確立プロセスに関するケーススタディ」 
要旨： 
本発表では、Zimmerman らの自己調整学習モデルをもとに、初年次生がどのように学

習習慣を身につけていくかについてのケーススタディを考察した。はじめに、Zimmerman
らが提唱する自己調整学習の社会認知モデルでは、予見・遂行・自己内省の 3段階を循環
することを紹介し、各段階の特徴とそれに付随する動機づけ要因を説明した。例えば、予
見段階では自己調整できる学習者は目標設定や方略選択をすることができ、習得目標志向
や課題に対する強い興味を持っているとされる。遂行段階では時間管理ができ、適切な援
助要請をすることができる。さらにこのモデルでは、学習者は観察的レベル、模倣的レベ
ル、セルフコントロールされたレベル、自己調整されたレベル、と 4レベルを経て自己調
整学習を身につけていくとされると説明した。発表の後半では、発表者が初年次生をイン
タビューしたデータから、各学習者の学習に、このモデルのどの段階に当てはまる特徴が
観察されたか、また、各学習者がどの発達レベルにあると考えられるかを考察した。参加
者からは、他者との関わり合いがどのように動機づけと自己調整学習の発達に寄与するか、
また、自分で考える力を育てるにはどのような支援が適切か、など活発な議論が行われた。 
プロフィール： 



石川由紀子（いしかわ ゆきこ）：日本メディア英語学会会員。テンプル大学ジャパン教
育学英語教授法博士課程在学。アメリカ創価大学言語教育研究科（MA in TESOL）修了。
主な研究テーマは、自己調整学習、語学アドバイジング。  
 

第 2 部 招待講演（15:30-17:00) 
講演者：菊地 恵太氏（神奈川大学外国語学部 准教授） 
講演題目：メディアを使用した英語教育と学習者の動機づけ 
 要旨: 
 私たちが目の前にする英語学習者は、日々様々なメディアに囲まれ、生活をしている。
授業の前後だけにとどまらず、授業中でも自分の思ったことをインターネットを使って配
信したり、授業外の友人の「つぶやき」にもコメントをしたりなど、近年のソーショルネ
ットワーキングサービスの発展に伴い、長期にわたる地道な努力を必要とする英語学習へ
そんな学生たちの目を向けさせ、積極的な学習を続けさせるには教員の相当な工夫が必要
なのは言うまでもない。本発表では、そうした学習者の状況を踏まえ、英語学習意欲の諸
理論を概観した後、発表者の近年に携わった高校生・大学生を対象とした研究に基づき、
どのように英語学習者の学習意欲を減退させることなく、持続させ、高めていけるかを参
加者の皆さんと一緒に考えることができた。 
まず、学習意欲を減退しうる要因に関しての研究結果が示され、そういった減退要因を

経験しながらもどのように学習者が学習意欲を高めていけるか、そのために周りの環境を
どのように整えるべきかに関して様々な動機づけの理論と照らし合わせながら議論がすす
められた。現場で働く先生方のみならず、現在英語学習に真剣に取り組んでいらっしゃる
大学生の皆さんにもご参加いただき、様々なメディアを使用した英語教育の中での学習者
のモチベーション維持をどのようにできるか活発な議論が行われた。 
プロフィール: 
菊地恵太（きくちけいた）：神奈川大学外国語学部 准教授。1998 年青山学院大学文学部
英米文学科卒業、2002 年 University of Hawai’i at Manoa にてMA in ESL 取得、2011
年 Temple University にて Doctor of Education in TESOL 取得。Ed.D（教育学博士）。
早稲田大学国際教養学部客員講師（専任扱い）、東海大学外国語教育センター専任講師・
准教授を経て、2013 年 4 月より神奈川大学外国語学部国際文化交流学科准教授。 
専門は英語教育・教育心理学（特に英語学習者の個人差）。近著に Demotivation in Second 
Language Acquisition: Insights from Japan （Multilingual Matters）、英語学習動機
の減退要因の探求―日本人学習者の調査を中心に（ひつじ書房）がある。 

（報告者：藤牧 新） 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
中部地区研究例会（第 65 回）活動報告 
 



日時：2015 年 6 月 27 日（土）15：00～17：00 
会場：愛知淑徳大学 5号館 53A 教室 
 
研究発表：「クリティカルシンキングのアプローチと英語教育の新たな関係性」 
発表者：永井正司会員（名古屋工業大学） 
内容：本発表では、社会問題について批判的に理解し考える力を涵養することを目的とし
た理工系学部の英語カリキュラムおよび教材について、詳細な報告がなされた。大学にお
ける英語教育、中でも理工系学部における教養科目としての英語教育では、単に語学学習
や言語スキルの習熟のみではなく、工学倫理や技術者倫理、専門家としての責任感を養う
というカリキュラムに通底する目標を据える必要がある。その観点から編纂された Critical 
Thinking Skills for Engineering Studentsという教材は、遺伝子操作や実験の再現不可
能性、安全とコストのトレードオフについてといった、将来学生が直面するであろうトピ
ックが扱われており、また議論を深めるための工夫がなされている。 
 
招待講演：“Empathy in English Language Media: A Critical Juxtaposition of Factual 
Internet Media and Cinema” 
講演者：David E. Toohey, Ph.D. (Nagoya University) 
内容：本講演は、推計で 840 万人に上るとも言われているメキシコ国境を越えてやってく
る移民（とりわけ密入国者）がアメリカのメディア（映画やウェブサイト）でどのように
描写されているかを、「ジャクスタポジション（対置・並列）」の視点から詳細に検討する
ものであった。ジャクスタポジションは、一見関連のない 2つのものを並置することで、
何らかの意味合いを表現する手法で、映画のほかにも、例えば写真やコラージュなどでも
用いられる。映画 El Norte では、アメリカの国境警備隊のヘリコプターが空を飛んでいる
シーンと、メキシコからの密入国者が暗い地面を這うように進んでいるシーンの対置や、
アメリカ側の安全とメキシコ側の危険を表象するように建設された国境を分かつフェンス
などが特徴的であった。また、ネット上の統計データを示す円グラフでも、温かみのある
黄色と冷たい印象の紫を効果的に対置することで、ある種の共感を生み出す仕掛けが見ら
れた。 
 
 発表はいずれも明快かつ刺激的な内容であり、白熱した質疑応答が行われた。また招待
講演は、金城学院大学の学生による英日同時通訳付きで行われたことも付記しておきたい。 
（文責 石原知英） 
 
中部地区研究例会（第 66 回）活動報告 
 
日時：2016 年 12 月 20 日（日）14：00～17：00 



会場：愛知大学名古屋キャンパス  L801 教室 
 
研究発表：「英語プレゼンテーションの指導法に関する一考察」 
発表者：久保田絢会員（愛知淑徳大学） 
内容：本発表は、発表者が今年度に担当した英語プレゼンテーションのクラスについて、
学生が主体的に学ぶための様々な取り組みを紹介するものであった。英語が得意ではない
学生が抵抗感や難しさを感じやすい「話す活動」を、いかに授業内で促すかという点につ
いて、数多くの工夫やアイデアが紹介された。例えば、プレゼンのトピックとして、自己
紹介や 1枚の写真で物語を語るなどの比較的ハードルの低いものから始め、ビジネスデー
タを説明するもの、商品を売り込むために紹介するものなどに繋げていくことや、机や椅
子の配置を円形にし、発表前に全員とハイタッチをするなど、クラスでの協同的な学びを
促す工夫を試みた。また、プレゼンを行った後に自己分析を課すと共に、教員との面談を
実施し、対話型の指導サイクルを組み込むなどの工夫が紹介された。 
 
招待講演：「グローバル人材育成支援事業を通した『語学力』『日本理解・発信力』の養成」 
講演者：川村亜樹先生（愛知大学）・佐藤良子先生（愛知大学） 
内容：本講演では、愛知大学現代中国学部が取り組んでいる「英語と中国語ができる」「現
地でのプレゼンや交渉ができる」グローバル人材の育成について、主に「語学力の養成」
と「日本理解・発信力の育成」の観点から、様々な取り組みについて紹介がなされた。こ
の事業は、2012 年に文部科学省の「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援（特
色型）」に採択されたものであり、アジアで英語を学ぶこと、現地主義教育、メディアを活
用した共生的リテラシー教育の 3つに力点が置かれている。語学力の養成については、香
港浸会大学でのビジネス英語研修プログラムの内容や、学生の感想などが紹介された。日
本理解・発信力の育成については、「さくら 21 プロジェクト」で行われている、現地の大
学／教室とインターネットでつないだ交流事業でのメディアを活用した取り組み（映像の
作成やオンラインでのやりとりなど）について紹介された。 
 
今回の例会では、会員発表と招待講演とも、いずれも英語で発信する力を養うという点に
関する発表となった。発表はいずれも多くの示唆に富む内容であり、質疑応答も非常に充
実したものであった。 
（文責 石原知英） 
 
次回、中部地区第 67 回研究例会は、2016 年 6 月頃の開催を予定しています。詳細など
が決まりましたら、学会ウェブサイトおよび本メーリングリストでお知らせしますので、
今しばらくお待ちください。 
 



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
第 121 回日本メディア英語学会西日本地区研究例会のご案内 
 
下記要領にて、西日本地区研究例会を開催いたします。多数のご参加をお待ちいたしてお
ります。 
 
日時： 2016 年 3 月 6 日（日） 
 午後 2 時～午後 5時（午後 1:30 受付開始） 
場所： 大阪府立大学 I-site なんば 2階 S1 教室 
    http://www.osakafu-u.ac.jp/isitenanba/map/index.html 
    大阪市浪速区敷津東 2丁目 1番 41 号 南海なんば第 1ビル 2階 Tel 
06-7656-0441(代表) 
会費： 無料 
 
発表者①  
笠原一哉（新入会員） 
新聞二極化現象の起源－メディア・フレーム構築過程分析からみた読売・朝日の憲法提言
－ 
近年、安全保障政策やエネルギー政策に関して全国紙の論調が二分し鋭く対立する「二

極化現象」が度々指摘されている。中でも発行部数が最も多い読売新聞とそれに次ぐ朝日
新聞は、それぞれの極を代表する存在としてとらえられている。両紙の政治的・イデオロ
ギー的な対立関係が大きく注目される契機となったのは、1994 年に読売新聞が発表した
「憲法改正試案」とその翌年に朝日新聞が発表した「国際協力と憲法」という 2つの憲法
提言だが、両提言が作成された経緯や背景についてはこれまで研究されてこなかった。そ
こで本発表では、新聞社による提言を「メディア・フレーム」としてとらえ、メディア・
フレーム構築という観点から両提言の作成過程を分析した結果を報告する。 
 
発表者②  
金井啓子（会員） 
『学生記者』が取材で得た情報受信・発信力は日常生活でも生きるのか 
自分が伝えたいと望む情報を、伝えたい相手にきちんと受け取ってもらうためにはどう

すればいいのか。就職活動中の学生たち、職を得た社会人たちの多くに共通する悩みであ
る。では、こういった情報の受信・発信に関してプロである記者から何かを学ぶことはで
きないだろうか。発表では、まず記者が取材や報道に際して必要とされる能力を、元記者
である発表者の経験や現役記者たちへのインタビューを土台として検証する。その上で、
発表者のゼミ生が『学生記者』として活動した経験で得た知見が、たとえプロの記者にな



らなくても日常生活の情報の受信・発信のために生かされているかどうかを確認していく。 
 
発表者③  
窪田光男（会員） 
神話化されるバイオリンの銘器 ―ストラディバリとガルネリ・デルジェス― 
ストラディバリやガルネリ・デルジェスといった銘器として名高いバイオリンの価値は

いったいどこにあるのだろうか。科学的に楽器の性能を検証する様々な実験は、いずれも
これら銘器の発する音の優位性を証明することができていない。本発表は、銘器の価値は
楽器としての性能ではなく、言語により構築されたものであるという前提に立ち、国際的
な舞台で演奏活動を続ける著名なバイオリニストの銘器についての語りを分析する。主な
分析枠組としては、ロラン・バルトが「今日の神話」において発表した神話の言語構造、
そして同じくロラン・バルトが語り手を支配しているとする「エクリチュール」という概
念を用いる。 
 
～発表者紹介～ 
笠原一哉（かさはら・かずや） 
四天王寺大学教育学部専任講師。1978 年札幌市生。玉川大学文学部外国語学科卒、早稲田
大学大学院政治学研究科修士課程修了。2003 年に読売新聞東京本社に入社し前橋支局、経
済部等を経て 2009 年に退社。2010～2014 年群馬県立高校英語科教員、同年から現職。 
 
金井啓子（かない・けいこ） 
近畿大学総合社会学部准教授（ジャーナリズム論）。Regis College と東京女子大学卒業（文
学士）。ロイター通信に 18 年間、ロンドン・東京・大阪で勤務。著書『コラムで学ぶジャ
ーナリズム グローバル時代のメディアリテラシー』。日本テレビ『世界一受けたい授業』、
関西テレビ『スーパーニュースアンカー』、J:COMチャンネル『関西 TODAY』に出演、ウ
ォール・ストリート・ジャーナル日本版や大阪日日新聞でコラム執筆。 
 
窪田光男（くぼた・みつお） 
同志社大学教授。大学でバイオリンを専攻した後、公立学校教員として約 10 年間勤務。そ
の間、当時の文部省から台湾に派遣され、外国語の環境で 3年間過ごす中で、言語使用と
アイデンティティの関係や、言語習得のプロセスに興味が湧き、思い切って退職しアメリ
カの大学院に進学。これが現在、社会言語学や第二言語習得論を専門に研究するようにな
ったきっかけとなっている。 
問合せ先： 
日本メディア英語学会 西日本地区長 仲西恭子 kyoko-i@kansaigaidai.ac.jp 
 



【4】研究分科会 活動報告 
英語教育・メディア研究分科会 第 9 回勉強会 
日時：2015 年 6 月 27 日（土）13:00-16:00 
場所：創価大学 （中央教育棟 西棟 10 階 AW1002 教室） 
タイトル：ディクトグロスの実践報告会  
発表者： 青木 愛氏、小川悠紀氏、大谷将史氏、畠山由香子 
コメンテーター：山本成代会員、臼倉美里会員 
内容： 
第 8 回勉強会でのディクトグロスのワークショップでの学びを踏まえ、5名がディクトグ
ロスを取り入れた授業の実践報告を行った。 
実践報告では、ディクトグロスを使用した授業のアイディアのシェアリングが行われると
ともに、実践の中で生じた疑問を発表者がコメンテーターに質問をする場面も見られた。
また、各発表後には、活発な質問質疑応答とディスカッションが行われた。 
勉強会の最後には、ディクトグロスをメディア英語授業でどのように利用できるかという
テーマで、各自がメディア素材を持ち寄り、ディスカッションを行った。 
 
英語教育・メディア研究分科会 第 10 回勉強会 
日時：2015 年 9 月 5 日（土）13:00-16:00 
場所：貸会議室 ROOMS（ルームス） 2F （東京都墨田区錦糸 1-14-7 ティックハウ
ス 1989 2F） 
タイトル：メディア英語教材の選別・活用法～英文記者の勉強法を通じて～ 
発表者：立川智之会員（共同通信社） 
内容： 
英語教材は巷に溢れており、最近は、書店のみならず、オンライン上でも多くの英語の文
章、動画に接することができるようになった。しかし、どういう教材をどのように活用す
れば良いのか戸惑う学習者も少なくないのではないだろうか。 
このような観点から、本講演では、ノンネイティブの英文記者がどのように英語を勉強し
ているかを紹介しながら、初心者から上級者まで役立つ教材の種類、選別法、活用法が説
明された。少人数のメリットを生かし、講演は双方向型にて行われ、活発な質問やコメン
トが寄せられた。 
勉強会後、会員からは、「通信社の記事と新聞社の記事の基本的な違い、１つのニュース
がＮＨＫと通信社の記事とではどのように具体的に表現法が変わるかなどとても興味深く
拝聴しました」、「記者（ライター）がどのような視点で記事を書いていくのかを知るこ
とができ、非常に有意義な勉強会であったと思います。この記者の視点をもって記事を読
むことで、これからの記事に対するアプローチ、読み方が変わってくると思います。」等
のコメントが寄せられた。 



 
英語教育・メディア研究分科会 第 11 回勉強会 
日時：2015 年 11 月 28 日（土）13:00-16:00 
場所：チエル株式会社 本社 （東京都品川区東品川 2-2-24 天王洲セントラルタワー3F） 
タイトル：ICT ワークショップ～CaLabo EX の機能と使い方～ 
講師：チエル株式会社 加藤美也子氏 
内容： 
本勉強会は、チエル株式会社と分科会メンバーの吉原学会員の尽力により実現したもので
ある。勉強会の前半では、CALL システム「CaLabo EX」を用いた大学での授業実践例 3
例をビデオ視聴し、質疑応答やメンバー間のディスカッションが行われた。（実践例のう
ち一つは、勉強会メンバーの吉原学会員のもの。）勉強会後半では、こうした実践例を可
能にする、CaLabo EX の機能がワークショップ形式にて説明された。 
参加者からは、「日頃ＣＡＬＬ教室を使用していない者にもとてもわかりやすかったです。
またＣＡＬＬ教室使用法の今後の可能性も知れて有意義でした。」、「今回の勉強会を通
じて、また少しパソコン教室で教えてみようかと、背中を押されたような気がしました。」、
「授業の実践例を拝見し今後の利用に大いに役立てられそうです。また、テクノロジーを
利用した授業では教員は指導力に加えて、良い授業を進めるための創造力が必要だと実感
しました。」などのコメントが寄せられた。 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
メディア英語教授法・教材研究分科会 
「グローバル人材を育成する教材の開発」 
本分科会では、以下の２点の視点から教材を開発している。 
第１は、国連が発行している公式文章を使用し、学習者が英語学習のうえで国際的視点に
立ち諸問題に関する知識を得る機会を提供する。第２は、大学英語教員がメディアに溢れ
る情報をいかに教材化し指導することができるかを紹介することを目的としている。また、
具体的な指導法を紹介した手引書も併せて作成した。 
 
メディア英語教授法・教材研究分科会第２６回研究活動報告 
日時：10 月 3 日（土） 
場所：関西外国語大学 1 号館(1202) 
活動内容：メディア英語大会にてワークショップを開催するため、各自の発表について検

討。 
 
メディア英語教授法・教材研究分科会第２７回研究活動報告 



日時：平成２７年１１月６日(土) 
会場：関西外国語大学 1 号館(1202) 
活動内容： 教材開発を担当者が作成した指導のための手引書の内容を検討した。 
発表者：テキスト構成順 
     村上裕美、仲渡一美、笹井悦子、蔦田和美、中島美智子、吉田三紀、 
     石井研司、幸田美沙  
 
今後の活動予定 
メディア英語教授法・教材研究分科会第２８回研究会 
日時：平成２８年２月６日(土) 
会場：関西外国語大学 本館２階 ２０１会議室 
活動内容：①学習者に実施したアンケート結果の考察と検討 
     ②分科会メンバーで行うワークショップ発表の検討 
 
メディア英語教授法・教材研究分科会第２９回研究会 
日時：平成２８年３月６日(日) 
会場：早稲田大学 
活動内容：言語教育エキスポにおいてワークショップ 
     現在開発中の教材について発表 
発表予定者：村上裕美、仲渡一美、笹井悦子、蔦田和美、中島美智子、 
      石井研司、幸田美沙 （テキスト構成順） 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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